
第
二

章
　
神
奈
川
県
の

再
編
と
諸
改
革

第
一

節
　
新
県
の

開
設

一

　
廃
藩
置
県
と
新
神
奈
川
県

廃
藩
置
県
と

諸
県

統
合

版
籍
奉
還
に

よ
っ

て

府
藩
県
三
治
体
制
は
、

一

段
と
中
央
集
権
化
し
、

中
央
地
方
の

官
制
も
「
職
員
令
」
に

よ
っ

て
一

新
を
み

た
。

と
こ

ろ
が
新
設
六
省
中
、

内
政
担
当
の

民
部
大
蔵
両
省
が
行
政
の

便
宜
上
か
ら
合
併
さ
れ
、

中
堅
の

人
材
が
同
省
に

集
中
し

た
た
め
に
、

そ
の

勢
力
が
太
政
官
を
圧
す
る
と
い

う
よ
う
な
不
均
衡
を
生
じ
て
、

翌
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
に

は
、

こ

れ
が
政
府
の

基
礎
を
ゆ
さ
ぶ

る
よ
う
な
政
治
問
題
と
な
り
、

七
月
十
日
の

両
省
分
離
で
一

応
お

さ
ま
っ

た
。

一

方
、

諸
藩
の

情
況
も
、

前
述
し
た
小
田
原
藩
の

動
揺
が
あ
り
、

ま
た
各
藩
と
も
に

大
な
り
小
な
り
藩
財
政
の

逼
迫
な
ど
で

藩
政
も
行
き
詰
ま
っ

て
、

吉
井
（
上
野
国
）
・

狭
山
（
河
内
国
）
両
藩
を
始
め
と
し
て

自
ら
廃
藩
を
申
し
出
る
も
の

が
明
治
二

年
末
以
来
相
つ

い

だ
。

こ

う
し
て

全
国
統

一

の

集
権
体
制
へ

の

道
が
開
か
れ
て
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
七
月
十
四
日
廃
藩
置
県
の

断
行
と

な
っ

た
。

こ

の

廃
藩
に
よ
っ

て

明
治
初
年
以
来

の

神
奈
川
県
と
小
田
原
・

荻
野
山
中
・

六
浦
三
藩
の

体
制
も
一

大
変
革
を
み
る
に

至
っ

た
。

し
か
し
政
府
当
局
と
し
て

は
、

ま
だ
全
国
の

府
県
体
制

を
ど
の

よ
う
に

す
る
か
に
つ

い

て
、

具
体
的
な
対
策
が
確
定
し
て
い

な
か
っ

た
の
で
、

と
り
あ
え
ず
、

既
存
の

大
小
藩
を
そ
の

ま
ま
ひ
と
ま
ず
、

こ
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と
ご
と
く
県
の

名
に

改
め
て

東
京
・

京
都
・

大
坂
の

三
府
三
百
二

県
と
し
た
。

ま
た
応
急
措
置
と
し
て

各
藩
の

旧
大
参
事
以
下
を
仮
に

県
務
に

当
た

ら
せ
た
。

し
か
し
、

こ

の

三
府
三
百
二

県
は
、

た
ん
な
る
機
械
的
措
置
で

あ
っ

た
か
ら
、

政
府
と
し
て

は
、

こ

れ
を
整
理
し
統
廃
合
を
行
っ

て
、

地
方
政
治

の

体
制
を
新
く
し

編
制
し
な
お

す
こ

と
が
焦
眉
の

急
と
な
っ

た
。

当
時
、

内
政
一

般
を
も
担
当
し
て
い

た
大
蔵
省
に

新
県
掛
を
設
け
て

そ
の

事
務
に

当
た
ら
し
め
た
。

神
奈
川
県
・

小
田
原
藩
地
方
に
お
い

て

七
月
の

時
点
で

は
、

こ

れ
ま
で

の

藩
名
と
藩
域
が
そ
の

ま
ま
県
へ

移
行
さ
れ
た
た
め
に
、

神
奈
川
、

小
田

原
、

山
中
、

六
浦
の

四
県
と
な
っ

た
が
、

こ
の

諸
県
の

管
内
に

は
、

品
川
、

烏
山
、

生
実
、

西
大
平
、

佐
倉
な
ど
の

諸
県
（
旧
他
藩
）
の

飛
地
が
か

な
り
混
在
し
て
い

た
。

廃
藩
に

よ
る
新
し
い

府
県
体
制
は
、

そ
の

よ
う
な
旧
幕
政
下
の

錯
雑
し
た
支
配
関
係
の

存
続
は
許
さ
れ
な
い

の
で
、

そ
の

た

め
、

す
み
や
か
に

整
理
、

統
合
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

こ

の

年
九
月
に
、

大
住
・

足
柄
上
・

足
柄
下
・

淘
綾
四
郡
内
の

大
槻
村
ほ
か
三
十

九
か

村
が
神
奈
川
県
か
ら
小
田
原
県
へ

、

津
久
井
・

大
住
・

愛
甲
三
郡
か

ら

長
竹
村
ほ
か
三
十
四
か
村

が
、

小
田
原
県
か
ら
神
奈
川
県
へ

と
管
轄
替
え
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

諸
県
の

廃
止
は
着
々

と
行
わ
れ
、

十

一

月
十
四
日
、

関
東
七
か
国
の

新
置
改
県
の

断
行
と
な
っ

た
。

新
神
奈
川
県
の
成
立

十
一

月
十
四
日
、

太
政
布
告
五
九
四
号
を
以
て
、

「
今
般
関
八
州
、

群
馬
県
ヲ

除
ク
ノ

外
、

並
ニ

伊
豆
国
、

従
来
ノ

府
県
被
廃
、

更
ニ

左
ノ

通
リ
府
県
被
置
候

事
」
と
通
達
さ
れ
て
、

神
奈
川
県
と

足
柄
県
が

新
設
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
は
相
模
国
の

三
浦
郡
・

鎌
倉

郡
・

武
蔵
国
の

橘
樹
郡
・

久
良
岐
郡
・

都
筑
郡
と
多
摩
三
郡
を
管
轄
区
域
と
定
め
ら
れ
た
。

こ

れ
は
、

旧

神
奈
川
県
と
六
浦
藩
と
を
統
合
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

同
時
に

旧
小
田
原
藩
を
中
心
と
し
た
足
柄
県
の

新

第1表　府県設置統廃合表

大島太郎『日本地方行財政史序説』による
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設
が
あ
っ

て
、

現
在
の

神
奈
川
県
域
が
東
部
と
西
部
と
に

分
か
れ
て

二
つ

の

県
と
な
っ

た
の
で

あ
る
。

廃
藩
後
の

全
国
の

府
県
廃
合
は
大
蔵
省
が
当

た
っ

た
が
、

ど
の

よ
う
な
経
緯
で

な
さ
れ
た
の

か
は
関
係
資
料
の

散
逸
で

今
日
で

は
よ
く
わ
か
ら
な
い

も
の

が
多
い

が
、

神
奈
川
県
の

場
合
、

ま
ず

考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、

開
港
場
横
浜
を
重
要
視
し
、

こ

こ

を
中
心
に

県
を
お
い

た
こ

と
は
当
然
で
、

そ
れ
に

隣
接
の

小
藩
六
浦
を
併
せ
た
。

旧
小
田

原
藩
は
関
東
西
端
の

大
藩
だ
け
に
、

神
奈
川
県
と
は
別
個
に

扱
っ

て

そ
れ
が
足
柄
県
と
な
っ

た
わ
け
で
、

当
時
と
し
て

は
こ

の

よ
う
な
新
県
の

配
置

は
当
然
で

あ
り
、

ま
た
こ

の

地
帯
の

地
域
性
か
ら
も
妥
当
な
措
置
で

あ
っ

た
と
い

え
よ
う
。

こ

う
し
て
、

明
治
四
年
十
一

月
二

十
二
日
、

全
国
を
三

府
七
十
三
県
と
し
て

第
一

次
の

諸
県
整
理
を
終
わ
っ

た
。

全
国
府
県
の

統
廃
合
が
終
わ
る
と
、

同
月
二
十
七
日
、

「
県
治
条
例
」
を
公
布
し
、

つ

い

で
、

翌
十
二

月
十
日
、

太
政
官
達
で

前
述
し
た
「
府
県

列
順
」
を
定
め
た
。

以
上
の
よ
う
に

し
て

新
県
の

県
域
が
決
定
し
た
が
、

そ
の

間
に
、

十
一

月
、

東
京
府
と
入
間
県
の

管
轄
の

多
摩
三
郡
は
は
じ
め
は
足
柄
県
の

管
轄

と
な
っ

て
い

た
。

高
座
郡
を
、

急
き
ょ
、

神
奈
川
県
へ

編
入
し
た
。

こ

れ
は
開
港
場
横
浜
居
留
地
の

外
国
人
遊
歩
区
域
を
考
慮
し
た
か

ら
で

あ
っ

た
。

「
当
県
ノ

儀
ハ

外
県
々

ト
違
ヒ

十
里
部
内
外
国
人
遊
歩
ノ

地
ニ

テ
開
港
場
県
庁
ニ

於
テ
管
轄
不
仕
候
テ
ハ

彼
我
取
締
不
都
合
ノ

儀
モ

有
之
」
と

い

う
理
由
か
ら
で

あ
っ

た
。

つ

ま
り
東
京
府
の

管
轄
で

は
平
素
外
国
人
の

取
り
扱
い

方
も
不
馴
れ

だ
か

ら
、

万
一

、

「
皇
国
ノ

御
政
体
ニ

モ

関
リ
、

不
容
易
儀
出
来
申
間
敷
モ

難
計
」
と
い

う
配
慮
か
ら
で

あ
っ

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

）。

新
神
奈
川
県
の

県
域
の

決
定
に

は
こ

の

よ
う
な
対

外
国
人
関
係
が
深
く
考
慮
さ
れ
て
い

る
の

が
特
徴
で

あ
っ

た
。

さ
ら
に
、

明
治
五
年
八
月
、

武
蔵
国
多
摩
郡
中
野
村
外
三
十
一

か
村
の

神
奈
川
県
か

ら
東
京
府
へ

の

移
管
も
、

東
京
府
の

「
取
締
ハ

勿
論
下
民
ノ

苦
情
モ

不
少
」
こ

と

も
あ
っ

て

実
施
に

移
さ
れ
て
い

っ

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴

一

）。こ

の

よ
う
に

し
て

廃
藩
置
県
直
後
の

県
域
の

統
合
は
、

ひ
と
ま
ず
終
わ
り
を
つ

げ
た
。

こ

の

こ

ろ
の

神
奈
川
県
は
人
口

約
十
万
六
千
余
人
、

戸
数
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約
四
万
九
千
余
戸
、

石
高
は
約
三
十
三
万
石
で

あ
っ

た
。

県
政
の
発
足

第
二

表
の

「
明
治
初
期
神
奈
川
県
地
方
長
官
一

覧
」
か
ら
も

う
か
が
え
る
よ
う
に
、

神
奈
川
県
の

長
官
と
し
て

任
命
さ
れ

た
人
物
は
幕
末
の

尊
王
攘
夷
運
動
に

か
か
わ
っ

た
経
歴
を
持
ち
、

明
治
維
新
政

府
部
内
で

は
中
堅
的
人
物
と
み
な
さ
れ
て
い

た
人
物
が
多
い
。

開
港
場
の

横
浜

を
か
か
え
、

首
都
東
京
府
に

隣
接
し
て
い

る
神
奈
川
県
は
、

地
方
官
の

任
命
ひ

と
つ

と
っ

て

も
、

東
京
・

京
都
・

大
坂
の

三
府
に
つ

い

で
、

国
政
上
枢
要
な
位

置
を
占
め
て
い

た
と
い

え
よ
う
。

初
代
の

県
令
に

は
明
治
元
年
の

横
浜
裁
判
所

判
事
、

つ

い

で

最
初
の

旧
神
奈
川
県
知
事
と
な
っ

た
陸
奥
宗
光
が
留
任
の

形
で

就
任
し
た
。

陸
奥
は

在
任
中
の

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
五
月
、

政
府
部
内
で

お
こ

な
わ
れ
て
い

た
地
租
改
正
を
め
ぐ
る
論
議
に

ひ
と
ま
ず
終
止
符
を
あ
た
え

た
「
田
租
改
正
建
議
」
を
提
出
し
て

採
用
さ
れ
、

そ
こ

で

七
月
に

は
県
令
か
ら

租
税
頭
に

抜
摺
さ
れ
た
の
で

前
参
事
の

土
佐
藩
士
大
江
卓
が
権
令
と
な
り
、

一

八
七
四
年
一

月
、

や
は
り
土
佐
藩
士
中
島
信
行
が

権
令
と

な
り
、

七
六
年
三

月
、

外
務
権
大
丞
の

長
州
藩
士
野
村
靖
が
権
令
と
な
っ

た
。

野
村
は
八
一

年
十

一

月
ま
で

在
任
し
て
い

る
。

廃
藩
後
、

新
県
の

設
置
を
前
に

し
て
旧
神
奈
川
県
の

事
務
の

整
理
を
行
っ

て

第2表　明治初期神奈川県地方長官一覧

『日本近現代史辞典』・『三森達夫氏作成神奈川県地方官履歴カード』による
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い

る
。

ま
ず
八
月
に

は
、

居
留
地
警
備
を
目
的
と
し
た
県
兵
を
廃
止
し
た
。

つ

ぎ
に

十
月
に

は
、

安
政
開

港
以
来
の

関
税
事
務
を
大
蔵
省
へ

移
管
し
た
。

こ

れ
は
関
税
が

国
税
で

あ
る
以
上
当
然
の

措
置
で

あ
る

が
、

神
奈
川
奉
行
を
継
承
し
た
神
奈
川
県
と
し
て

は
重
大
事
で
、

開
県
以
来
の

特
異
性
を
解
消
し
て
、

他

府
県
な
み
の

地
方
庁
と
な
っ

た
こ

と
を
示
し
て
い

る
（『
大
蔵
省
沿
革
志
』
租
税
寮
、

『
神
奈
川
県
史
料
』

第
一

巻
）
こ

う
し
た
整
理
の

後
に

新
県
設
置
と
な
っ

た
の
で

あ
る
。

つ

い

で
、

「
県
治
条
例
」
の

制
定
と
な

っ

た
が
、

こ

の

「
県
治
条
例
」
は
中
央
集
権
の

た
め
に

全
国
の

地
方
政
治
体
制
の

統
一

を
め
ざ
し
た
も
の

で
、

「
県
治
職
制
」・
「
県
治
事
務
章
程
」・
「
県
治
官
員
並
常
備
金
規
則

」
の

三
部
か
ら
な
っ

て
お
り
、

長

官
は
知
事
（
後
県
令
）、

権
知
事
（
権
令
）
の

二
階
級
が
あ
り
、

そ
の

下
に

参
事
以
下
を
お

い

た
。

神
奈
川

県
は
も
ち
ろ
ん
知
事
で

あ
る
。

知
事
の

職
務
権
限
は
つ

ぎ
の

ご
と
く
で

あ
る
。

間
も
な
く
知
事
は
県
令
、

権
知
事
は
権
令
と
な
っ

た
。

「
県
内
ノ

人
民
ヲ

教
督
保
護
シ

条
例
布
告
ヲ

遵
奉
施
行
シ

租
税
ヲ

収
メ

賦
役
ヲ

督
シ

賞
刑
ヲ

判
シ

非
常
ノ

事
ア

レ
バ

鎮
台
分
営
へ

禀
議
シ

便
宜
処
分
ス

ル

ヲ

掌
ル

管
内
ノ

事
務
不
挙
ア
レ

バ

上
下
ニ

対
シ

其
責
ニ

任
ス

」（
県
治
条
例
）

県
庁
部
局
は
庶
務
課
・

聴
訟
課
・

租
税
課
・

出
納
課
の

四
課
制
で
、

知
事
の

職
務
は
、

県
内
行
政
全
般
か
ら
司
法
・

軍
事
関
係
に

及
ぶ
広
汎
な
も

の
で

あ
っ

た
。

こ

の

「
県
治
条
例
」
に

も
と
づ
い

て
、

新
県
は
職
制
を
定
め
、

県
庁
を
内
庁
と
外
庁
と
に

分
け
、

内
庁
に

は
庶
務
課
・

聴
訟
課
・

租

税
課
・

出
納
課
の

四
課
を
、

外
庁
に

は
庶
務
課
・

文
書
課
・

出
納
課
・

条
約
未
済
国
事
務
取
扱
・

羅
卒
の

五
課
を
お
い

て
、

県
政
が
発
足
す
る
こ

と

に

な
っ

た
。

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
七
月
に

内
庁
・

外
庁
の

区
別
を
廃
し
、

九
月
に

は
「
神
奈
川
県
職
制
事
務
章
程
」
を
施
行
し
、

録
事
課
・

外

務
課
・

租
税
課
・

地
券
課
・

警
保
課
・

出
納
課
・

庶
務
課
・

学
務
課
・

営
繕
課
・

訳
文
課
・

監
察
課
の

各
課
を
設
け
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
に

陸奥県令時代の官員録　神奈川県立文化資料館蔵
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は
勧
業
課
を
お
く
な
ど
県
制
度
は
、

そ

の

後
し
ば
し
ば
改
変
さ
れ
て

い

っ

た

（
『
神
奈
川
県
史
料
』
第
一

巻
）。

神
奈
川
県
裁
判
所
の
創
設

明
治
五

年
の

九

月
、

新
た
に
、

司
法
裁
判
所
を
新
設
し

た
。

こ

れ
は
、

こ

の

と
き
制
定
さ
れ
た

「
司
法
職
務
定
制
」
に
よ
る
も
の

で
、

そ
の

第
五
十
六
条
に

よ
る
府
県
裁
判
所

で

あ
る
。

こ

れ
は
各
府
県
に

設
け
ら
れ

た
も
の

で

本
県
の

場
合
は
神
奈
川
県
裁

判
所
と
称
し

た
。

こ

れ
は
、

「
県
治
条

例
」
に

よ
る
聴
訟
断
獄
の

司
法
行
政
を

分
離
独
立
さ
せ
て

司
法
省
の

所
轄
と
し

た
も
の
で

あ
る
。

そ
う
い

う
意
味
で
、

こ

れ
ま
で

の

府
県
行
政
に

と
っ

て
は
画

期
的
な
改
正
で

あ
っ

て
、

地
方
に
お
け

第3表　明治初期神奈川県庁機構表

『神奈川県史編集室作成　神奈川県庁機構変遷表』による
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る
行
政
権
と
司
法
権
の

混
同
が
こ

れ
で
一

洗
さ
れ
、

ま
た
司
法
の

側
か
ら
す
れ
ば
地
方
司
法
権
の

独
立
を
意
味
し
た
。

八
月
中
に

は
、

関
東
十
一

県

全
部
に

わ
た
っ

て

そ
の

設
置
を
み
た
。

こ

れ
を
機
に
、

こ

れ
ま
で

県
庁
を
裁
判
所
と
呼
ん
で
い

た
不
合
理
が
一

掃
さ
れ
て

す
べ

て

県
庁
と
称
す
る
よ

う
に

な
っ

た
。

裁
判
所
は
、

聴
訟
・

断
獄
と
庶
務
・

出
納
の

四
課
構
成
で

あ
っ

た
。

県
政
の

創
設
期
と
い

う
こ

と
も
あ
っ

て
、

朝
令
暮
改
的
な
制
度
の

改
変
は
、

な
に

も
神
奈
川
県
に
か
ぎ
ら
れ
た
も
の

で

は

な
い

が
、

一

八
七
三

（
明
治
六

）
年
八
月
、

権
令
大
江
卓
が
、

「
神
奈
川
県
職
制
事
務
章
程
」
を
制
定
す
る
に

あ
た
っ

て
、

県
官
に
、

服
務
心
得
・

事
務
処
理
の

方
法
・

記

録
を
編
さ
ん
す
る
こ

と
な
ど
を
「
告
神
奈
川
県
各
官
書
」
で

訓
示
し
て

い

る
。

訓
示
の

な
か

で
、

大
江
は
、

神
奈
川
県
は
と
く
に

「
内
外
人
民
輻

湊
」
の

地
で

あ
る
た
め
事
務
量
も
多
い

が
、

県
庁
の

事
務
は
、

「
管
下
ノ

人
民
ヲ

保
護
シ

専
制
束
縛
シ

テ

其
自
由
ノ

権
ヲ

妨
害
ス

ル

コ

ト
ナ
ク

以
テ

国
家
ノ

公
益
ヲ

計
ル

」
こ

と
に

主
眼
が
あ
る
と
の
べ
、

「
一

事
ヲ

興
シ
一

令
ヲ

下
ス

モ

常
ニ

此
意
ニ

基
」
い

て
お
こ

な
い
、

「
民
心
ノ

方
向
ヲ

失
セ

シ

ム

」
よ
う
な
事
態
の

発
生
を
見
な
い

よ
う
に

し
、

「
県
内
ヲ
シ

テ
静
謐
ニ

帰
セ

シ

メ

ン

コ

ト
ヲ

」
県
官
に

強
く
要
請
し
て

い

た
（
資
料
編
11

近
代
・

現

代
⑴
二

）。

県
制
の

安
定
化
を
め
ざ
し
て

県
当
局
が
と
っ

た
手
だ
て

は
、

こ

う
し
た
県
官
の

官
紀
（
官
吏
の

規
律
）
対
策
の

み
で

は

な
い
。

県
治
条
例
・

事
務

章
程
に

も
と
づ
い

て
、

県
当
局
が
遂
行
す
る
職
務
の

主
要
な
も
の

は
、

租
税
の

賦
課
・

徴
収
・

水
利
土
木
の

管
理
・

負
担
で

あ
り
、

教
育
を
ふ
く
む

国
民
教
化
と
徴
兵
事
務
負
担
等
で

あ
っ

た
。

こ

れ
ら
は
国
家
的
な
主
要
職
務
で

も
あ
る
。

こ

の

よ
う
な
広
い

範
囲
に

わ
た
る
職
務
を
負
担
し
遂
行
す

る
に

は
、

ど
う
し
て

も
能
率
的
な
事
務
遂
行
が
要
請
さ
れ
る
。

県
治
条
例
で

「
事
務
不
挙
ア
レ

バ

其
責
ニ

任
ス

」
と
さ
れ
て
い

た
こ

と
も
あ
っ

て
、

職
務
遂
行
の

あ
り
方
も
威
圧
的
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。

そ
の

た
め
、

県
当
局
ひ
い

て

は
中
央
の

政
府
に

対
す
る
住
民
の

不
信
を
生
み
か
ね
な

か
っ

た
。

大
江
の

訓
示
は
、

地
租
改
正
以
下
の

三
大
改
革
の

実
施
に

と
も
な
う
負
担
増
に

あ
え
ぐ
住
民
が
、

こ

れ
ら
の

政
策
に

同
調
し
か
ね
な
い

よ

う
な
事
態
を
少
し
で

も
事
前
に

と
り
除
こ

う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

県
が
、

政
府
の

政
策
の

地
方
に
お
け
る
忠
実
な
執
行
機
関
と
し
て

位
置
づ
け
ら
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れ
て
い

た
こ

と
は
、

住
民
の

県
政
に

対
す
る
不
信
を
生
み
出
す
と
い

う
状
況
を
は
ら
む
危
険
性
が
あ
っ

た
。

そ
れ
だ
け
に
一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
七
月
、

神
奈
川
県
令
中
島
信
行
は
、

「
県
治
民
情
相
背
馳
」
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め

に
、

「
管
内
各
区
ニ

議

会
ヲ

開
キ
毎
町
村
ノ

代
議
人
ヲ

公
選
シ

民
政
民
事
」
の

件
を
議
定
さ
せ
る
こ

と
を
区
戸
長
に

命
じ
て
い

く
の
で

あ
る
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
三
）。

こ

の

諭
告
は
、

住
民
し
や
断
で

県
制
を
運
用
す
る
こ

と
が
、

政
府（
県
）と
住
民
と
の

距
離
を
広
め
、

「
上
ノ

下
ヲ

待
チ
下
ノ

上
ニ

対
ス

ル

事
皆
乖
戻
シ

政
府
ハ

煩
労
ニ

堪
ヘ

ス

シ

テ
人
民
ハ

紛
擾
ニ

苦
ミ

事
務
凝
滞
シ

テ
国
家
ノ

衰
弊
殆
ト

将
ニ

是
ヨ

リ
起
ラ
ン

ト
ス

」
る
事
態
を
招
く
の

で
、

「
政
府
人

民
ノ

間
一

致
親
睦
其
便
益
ヲ

謀
ル

」
方
法
は
、

「
只
広
ク

会
議
ヲ

起
シ

輿
論
公
議
ヲ

取
ル

ノ

外
決
シ

テ
他
に

在
ル

ヘ

カ
ラ
ス

」
と
い

う
考
え
方
で

つ

ら
ぬ
か
れ
て
い

る
。

こ

れ
が
、

県
下
の

大
・

小
区
会
の

設
置
と
な
っ

て
い

っ

た
の
で

あ
る
。

二
　
足
柄
県
の

設
置
と
廃
止

足
柄
県
の
設
置

廃
藩
置
県
に

よ
っ

て
、

全
国
諸
藩
と
と
も
に

小
田
原
藩
は
七
月
に

は
ひ
と
ま
ず
そ
の

ま
ま
小
田
原
県
と
な
っ

た
。

た
だ
知
藩
事

の

大
久
保
忠
良
は
そ
の

職
を
免
ぜ
ら
れ
て

東
京
移
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ

う
し
て

廃
藩
が
完
了
し
た
が
、

県
政
は
新
県
令
の

赴

任
ま
で

旧
大
参
事
大
久
保
忠
重
以
下
が
一

時
預
か
つ

た
。

つ

い

で

神
奈
川
県
と
同
じ
布
告
に

よ
っ

て
、

十
一

月
十
四
日
、

支
藩
の

荻
野
山
中
藩
を
併

せ
て

足
柄
県
と
な
り
、

相
模
国
足
柄
上
・

足
柄
下
・

高
座
・

大
住
・

愛
甲
・

淘
綾
・

津
久
井
の

七
郡
と
韮
山
県
管
内
の

伊
豆
国
一

円
を
管
轄
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

つ

ま
り
両
大
久
保
藩
と
幕
府
代
官
支
配
地
を
併
せ
た
も
の

で

あ
る
。

足
柄
県
の

名
は
小
田
原
藩
の

中
心
を
な
す
足
柄
郡
か
ら
き
て
い

る
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
い
。

県
庁
は
旧
小
田
原
城
内
の

二
の

丸
に

設
け
ら
れ
た
。

伊
豆
国
が
小
田
原
本
庁
と
地
勢
が
隔
絶
し
て
い

る
の
で
、

旧
韮

山
県
庁
（
旧
代
官
所
）
に

出
張
所
を
設
け
た
。

足
柄
県
は
人
口

約
六
万
八
千
余
人
、

戸
数
約
三
万
四
千
戸
弱
で
、

石
高
は

約
二

十
六
万
石
で

あ
っ

た
。
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長
官
に

は
江
川
代
官
の

配
下
で

旧
韮
山
県
大
参
事
を
勤
め
た
柏
木
忠
俊
が
起
用
さ
れ
て

参
事
と
な

り
、

翌
五
年
七
月
、

権
令
に

昇
進
し
た
。

忠
俊
は
江
川
家
の

重
臣
柏
木
忠
栄
の

三
男
で

文
政
七
年
駿

河
国
富
士
川
の

陣
屋
で

生
れ
た
。

江
川
英
龍
に

仕
え
て

そ
の

信
任
を
得
、

英
敏
・

英
武
を
助
け
た
人

物
で

あ
り
（
戸
羽
山
瀚
『
江
川
坦
庵
先
生
伝
』）
在
地
の

有
力
者
で

あ
る
。

こ

の

起
用
に

は
、

つ

ぎ
の

よ

う
な
事
情
が
あ
っ

た
た
め
と
い

わ
れ
る
。

柏
木
は
、

維
新
の

さ
い

に

江
川
英
武
を
擁
し
て

討
幕
派
へ

参
加
し
、

維
新
後
は
韮
山
県
判
事
、

大
参
事
を
つ

と
め
あ
げ
た
と
い

う
維
新
に

お
け
る
実
績
と
経
歴

が
、

ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、

相
模
と
伊
豆
の

地
勢
も
風
土
も
異
な
る
こ

の

県
を
維
持
し
て
い

く
困
難
な
実
情
、

あ
る
い

は
、

旧
小
田
原
藩
内
の

幕
末
維
新
に
お
け
る
藩
論
の

不
統
一

の

よ
う
な
事

情
な
ど
を
み
き
わ
め
た
う
え
で
、

地
域
の

事
情
や
民
情
に

く
わ
し
い

柏
木
を
任
命
す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

統
治
政
策
を
円
滑
に

推
し
進
め
う
る
と
考
え
た
か

ら
で

あ
ろ
う
。

同
権
参
事
に

は
元
伊
万
里
県

少
参
事
杉
木
芳
燕
が
就
任
し
た
。

な
お
韮
山
出
張
所
は
十
等
出
仕
斉
藤
忠
貞
以
下
十
余
名
が
担
当
し

た
。

神
奈
川
県
と
同
じ
く
、

「
県
治
条
例
」
の

規
定
に

よ
っ

て

県
庁
機
構
を
改
め
、

庶
務
課
職
制
及
び
事
務
章
程
を
定
め
た
。

庶
務
課
は

勧
業
・

警

察
・

戸
籍
・

社
寺
・

学
校
・

駅
逓
・

囚
獄
・

記
録
編
輯
文
案
往
復
等
の

事
務
に

当
た
る
こ

と
と
し
た
。

十
二

月
十
四
日
、

こ

の

こ

と
を
管
内
の

各
郡

に
通
達
し
て
い

る
。

翌
五
年
七
月
、

足
柄
県
裁
判
所
が

新
設
さ
れ
た
。

こ

れ
は
前
記
神
奈
川
県
裁
判
所
の

新
設
と
全
く
同
じ
事
情
に
よ
る
の
で

県
の

聴
訟
課
が
こ

れ
に

移
管
さ
れ
た
。

な
お
こ

の

足
柄
県
裁
判
所
に

は
、

旧
幕
府
の

江
戸
八
丁
堀
の

筆
頭
与
力
の

佐
久
間
長
敬
が
所
長
と
し
て

赴
任
し
た

（『
神
奈
川
県
史
料
』
第
九
巻
付
録
部
二
、

藤
田
弘
道
「
府
県
裁
判
所
設
置
の
一

齣
―
足
柄
裁
判
所
の

場
合
」『
法
学
研
究
』
四
六
の

五

）。

明治5年柏木忠俊に対する辞令　柏木俊孝氏蔵
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韮
山
県
の

廃
止

足
柄
県
の
一

部
に

編
入
さ
れ
た
伊
豆
国
は
、

そ
れ
以
前
は
韮
山
の

江
川
代
官
支
配
地
の
一

部
で
、

足
柄
県
編
入
ま
で

は
韮
山
県

に

属
し
て
い

た
。

こ

の

韮
山
県
は
元
江
川
代
官
の

支
配
地
の

う
ち
駿
河
国
内
を
除
く
、

伊
豆
国
一

円
と
武
蔵
国
各
郡
に

ま
た
が

っ

た
も
の

で
、

飛
び
地
が
多
く
支
配
関
係
も
複
雑
で

あ
っ

た
。

支
配
関
係
か
ら
、

足
柄
・

神
奈
川
の

両
県
、

そ
れ
に

東
京
府
と
も
交
錯
関
係
が
あ
っ

た
。

明
治
元
年
六
月
二

十
九
日
の

設
置
で

あ
る
が
、

こ

れ
は
江
川
代
官
に

旧
支
配
地
を
そ
の

ま
ま
管
轄
せ
し
め
る
と
い

う
形
で

行
わ
れ
た
も
の

で
、

江
戸
鎮
台
府
か
ら
代
官
当
主
江
川
英
武
に

こ

れ
を
通
達
し
た
（『
復
古
記
』
元
年
六
月
二

十
九
日
条
）。

こ

の

よ

う
な
設
置
事
情
で

あ
っ

た
か
ら
、

当
初

の

支
配
関
係
は
旧
態
の

ま
ま
で

あ
っ

た
。

十
月
中
、

知
県
事
・

判
県
事
等
の

職
制
が
定
め
ら
れ
、

江
川
英
武
が
知
県
事
と
な
っ

た
（
内
務
省
『
地
方
沿

革
略
譜
』
は
江
川
が
知
事
事
務
を
摂
行
し
た
と
あ
り
、

正
式
の

知
事
就
任
は
二

年
六
月
十
日
と
し
て

い

る

）。
そ
の

後
、

職
制
の

改
定
が

あ
っ

た
が
、

翌
二

年
七

月
、

「
職
員
令
」
の

制
定
に

よ
っ

て

職
制
を
更
新
し
、

江
川
が
改
め
て

権
知
事
と
な
り
、

配
下
の

柏
木
忠
俊
が
大
参
事
と
な
っ

た
（「
県
治
紀
事
本
末
十

六
、

伊
豆
国
『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
一

巻
之
部
職
制
）。

韮
山
県
の

管
轄
区
域
は
、

伊
豆
国
以
外
は
旧
代
官
領
の

飛
び
地
が
あ
っ

て

き
わ
め
て

複

雑
で

あ
る
。

『
旧
高
旧
領
取
調
帳
関
東
編
』（
木
村
礎
校
訂
本
）
に

よ
っ

て

そ
の

概
略
を
摘
出
す
る
と
、

武
蔵
国
で

は
多
摩
郡
に

上
下
恩
多
村
以
下
六
十

五
か
村
余
、

同
比
企
郡
に

高
坂
村
以
下
八
十
二
か
村
余
、

同
高
麗
郡
に

は
柏
原
村
以
下
八
十
三

か

村
余
、

入
間
郡
に

砂
久
保
村
以
下
百
十
余
か
村
で

あ
る
（
以
上
計
算
に
は
諸
県
の

分
割
を
含
め
、

ま
た
新
田
な
ど
も
い

れ
た
概
算
）。
こ

の

武
蔵
国
各
郡
の

韮
山
県
所
管
に

は
江
川
代
官
領
以
外
に

一

橋
家
領
・

社
寺
領
・

他
の

代
官
・

旗
本
領
な
ど
も
数
多
く
あ
り
、

い

わ
ゆ
る
犬
牙
錯
綜
の

関

係
に

あ
っ

て
、

そ
の

所
管
の

実
態
を
正
確
に

把
握
す
る
こ

と
は
き
わ
め
て

困
難
で

あ
る
。

韮
山
県
は
江
川
代
官
の

支
配
地
を
と
り
あ
え
ず
県
と
し
た
も
の

で
、

江
川
家
に
い

わ
ば
そ
の

管
理
を
命
じ
た
の

で

あ
っ

た
か
ら
、

明
治
四
年
の

廃
藩
置
県
を
機
会
に

廃
止
し
て

足
柄
県
と
静

柏木忠俊　柏木俊孝氏蔵
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岡
県
に

分
け
て

併
合
し
、

ま
た
武
蔵
国
の

飛
地
は
神
奈
川
県
、

埼
玉
県
に

編
入
し
た
。

足
柄
県
の
廃
止

明
治
四
年
の

廃
藩
置
県
に

当
た
っ

て
一

応
、

三
府
七
十
二
県
に

統
合
を
行
っ

た
が
、

こ

れ
は
荒
整
理
で
、

政
府
は
そ
の

後
も
年

々

こ

れ
を
継
続
し
て
、

明
治
九
年
に

大
廃
合
を
行
っ

て
三
十
五
県
と
し
た
。

こ

の

大
整
理
の

際
に

足
柄
県
は
廃
止
と
な
っ

た
。

四
月
十
八
日
、

太
政
大
臣
三
条
実
美
の

名
で
、

足
柄
県
に

対
し
て
、

「
其
県
被
廃
伊
豆
国
ヲ

静
岡
県
江
相
模
国
ノ

分
ハ

神
奈
川
県
へ

被
併
候
条
土

地
人
民
夫
々

可
引
渡
候
旨
相
達
候
事
」
と
い

う
達
が
出
さ
れ
て
、

足
柄
県
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ

た
。

こ

の

結
果
足
柄
県
域
は
神
奈
川
・

静
岡

の

両
県
に

分
属
す
る
こ

と
と
な
り
、

今
日
の

神
奈
川
県
域
の

原
型
が
で

き
あ
が
っ

た
。

こ

れ
は
横
浜
を
中
心
と
す
る
東
京
府
の
衛
星
県
と
な
る
べ

き

大
県
の

創
設
で
、

東
京
周
辺
の

経
済
圏
の

拡
張
と
深
く
か
か
わ
り
あ
っ

て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に

し
て

も
足
柄
県
の

廃
止
が
置
県
後
四
年
以
上

も
経
過
し
、

し
か

も
民
会
を
主
要
な
手
だ
と
し
て

県
制
の

整
備
と
安
定
化
を
は
か
り
、

統
治
効
果
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
い

る
時
期
に

決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、

県
民
に

と
っ

て

は
も
ち
ろ
ん
、

足
柄
県
政
を
担
っ

て

い

た
人
々

に

と
っ

て

も
寝
耳
に

水
の

よ
う
な
廃
県
の

決
定
で

あ
っ

た
よ
う
で

あ

る
（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
七
）。

こ

の

決
定
を
う
け
て
、

五
月
一

日
に
、

足
柄
県
管
轄
の

相
模
国
の

「
土
地
人
民
」
が
神
奈
川
県
に

引
き
渡
さ
れ
、

地
域
統
治
の

末
端
区
画
も
旧
足

柄
県
下
の

第
一

大
区
か

ら

第
三
大
区
を
、

二
十
一

大
区
、

二
十
二

大
区
、

二
十
三
大
区
、

と
改
称
し
（
小
区
は
そ
の

ま
ま

）、
神
奈
川
県
の

大
区
小
区

の

制
に

組
み
い

れ
て
、

足
柄
県
の

廃
止
手
続
き
が
完
了
し
、

神
奈
川
は
、

二
十
大
区
百
八
十
二
小
区
か
ら
二
十
三
大
区
二
百
八
小
区
に
再
編
さ
れ
る

（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
六
）。

足
柄
県
の

廃
止
は
、

横
浜
港
を
中
心
と
し
て

経
済
圏
の

拡
大
と
か
か
わ
り
あ
っ

て
い

た
で

あ
ろ
う
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、

こ

れ
か
ら
漸
次
す
す
め

ら
れ
た
全
国
に

わ
た
る

各
県
、

郡
の

廃
合
は
、

廃
藩
断
行
直
後
（
明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
年
八
月

）
の

「
地
方
行
政
区
画
ニ

関
ス

ル

左
院
ノ

意
見
」

（
『
太
政
類
典
』
二

編
95

）
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、

旧
来
の

統
治
・

経
済
事
情
や
人
情
風
俗
等
を
、

全
く
考
慮
に
い

れ
な
い

政
府
の

地
方
行
政
区
画
の
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